
附
則
第
十
二
条
中
「
平
成
五
年
旧
実
用
新
案
法
」

を
「
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
五

年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同

法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
実
用
新
案
法

（
以
下
「
平
成
五
年
旧
実
用
新
案
法
」
と
い
う
。）」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
五
条

削
除

附
則
第
十
二
条
中
「
平
成
五
年
旧
実
用
新
案
法
」
を

「
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法

律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
三
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
実
用
新
案
法
（
以
下
「
平
成

五
年
旧
実
用
新
案
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

平成™š年�月™›日 金曜日 (号外第˜š›号)官 報

（
基
本
理
念
）

第
二
条

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

未
曽
有
の
災
害
に
よ
り
、
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ

る
と
と
も
に
、
多
数
の
被
災
者
が
そ
の
生
活
基
盤
を

奪
わ
れ
、
被
災
地
域
内
外
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
等
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
お
り
、
か
つ
、

被
災
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
の
停
滞
が
連
鎖
的
に

（
児
童
買
春
等
処
罰
法
一
部
改
正
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
八
条

児
童
買
春
等
処
罰
法
一
部
改
正
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
第
五
十
九
号
」
を
「
第
七
十
号
」
に
、「
第
七
条
（
児
童
ポ
ル
ノ
頒
布
等
）」を
「
第
七
条
第
四
項

か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
、「
第
七
条
第
五
項
（
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
対
す
る
提
供
等
）、
第
六

項
（
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
対
す
る
提
供
等
の
目
的
に
よ
る
製
造
等
）
若
し
く
は
第
七
項
（
児

童
ポ
ル
ノ
の
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
対
す
る
提
供
等
の
目
的
に
よ
る
外
国
へ
の
輸
入
等
）」を
「
第
七
条
第
五
項
か

ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
を
削
る
。

（
調
整
規
定
）

第
五
十
九
条

児
童
買
春
等
処
罰
法
一
部
改
正
法
の
施
行
の
日
が
施
行
日
前
と
な
る
場
合
に
は
、
第
三
条
の
う
ち
組
織

的
犯
罪
処
罰
法
別
表
の
改
正
規
定
（
同
表
第
七
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中「
第
七
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」

と
あ
る
の
は
、「
第
七
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
と
し
、
附
則
第
二
十
七
条
及
び
前
条
の
規
定
は
、適
用
し
な
い
。

（
労
働
者
派
遣
法
等
一
部
改
正
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
条

労
働
者
派
遣
法
等
一
部
改
正
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
四
条
第
十
二
号
中
「
第
四
十
八
号
」
を
「
第
五
十
七
号
」
に
改
め
る
。

（
調
整
規
定
）

第
六
十
一
条

労
働
者
派
遣
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
の
日
が
施
行
日
前
と
な
る
場
合
に
は
、
第
三
条
の
う
ち
組
織
的

犯
罪
処
罰
法
別
表
の
改
正
規
定
（
同
表
第
五
十
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
、「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運

営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
と
し
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
不
正
競
争
防
止
法
一
部
改
正
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
二
条

不
正
競
争
防
止
法
一
部
改
正
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
中「「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、」を
削
り
、「
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号
」
を

「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
を
削
る
。

（
調
整
規
定
）

第
六
十
三
条

不
正
競
争
防
止
法
一
部
改
正
法
の
施
行
の
日
が
施
行
日
前
と
な
る
場
合
に
は
、
第
三
条
の
う
ち
組
織
的

犯
罪
処
罰
法
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
中「「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
四

条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
六
号
」
に
、「
、
当
該
罪
」
を「「
、
当
該
罪
」
と
し
、
附
則
第
三
十

六
条
中
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

総
務
大
臣

片
山

善
博

法
務
大
臣

江
田

五
月

外
務
大
臣

松
本

剛
明

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

環
境
大
臣

松
本

È

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

法
律
第
七
十
五
号

母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

母
体
保
護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
指
定
医
師
を
指
定
す
る
医
師
会
の
特
例
）

第
四
十
条

第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
益
社
団
法

人
に
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す

る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認

定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
第

二
百
八
十
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公
益
社
団

法
人
及
び
特
例
社
団
法
人
（
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
特
例
社
団
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）以
外
の
一
般
社
団
法
人
で
あ
つ
て
、
母

体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
七
十
五
号
）
の
施
行
の
際
特
例
社
団
法
人
で
あ

つ
た
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
法
人
」
と
い
う
。）

を
含
む
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
都
道
府
県
の
区
域
を
単
位
と
し

て
設
立
さ
れ
た
特
定
法
人
た
る
医
師
会
に
対
し
、
当
該

医
師
会
が
行
う
第
十
四
条
第
一
項
の
指
定
に
関
し
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
報
告
を
求
め
、
又
は
助
言

若
し
く
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

法
律
第
七
十
六
号

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
五
条
）

第
二
章

基
本
的
施
策
（
第
六
条
e

第
十
条
）

第
三
章

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
（
第
十
一

条
e

第
二
十
三
条
）

第
四
章

復
興
庁
の
設
置
に
関
す
る
基
本
方
針
（
第
二

十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
東
日
本
大
震
災
が
、
そ
の
被
害

が
甚
大
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
被
災
地
域
が
広
範
に
わ

た
る
等
極
め
て
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
地

震
及
び
津
波
並
び
に
こ
れ
ら
に
伴
う
原
子
力
発
電
施
設

の
事
故
に
よ
る
複
合
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
お

い
て
我
が
国
に
と
っ
て
未
曽
有
の
国
難
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
の
基
本

理
念
を
定
め
、
並
び
に
現
在
及
び
将
来
の
国
民
が
安
心

し
て
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
経
済
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め

の
資
金
の
確
保
、
復
興
特
別
区
域
制
度
の
整
備
そ
の
他

の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大

震
災
復
興
対
策
本
部
の
設
置
及
び
復
興
庁
の
設
置
に
関

す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
推
進
と
活
力
あ

る
日
本
の
再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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